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中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０２４年（令和６年）１０月２５日（金曜日）

組
合
長

河
本

守
彦

総
代
会
を
開
催

「
令
和
五
年
度
収
支
決
算
」
等
を
承
認

令
和
六
年
七
月
二
十
一
日
（
日
）
に
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
総
代
五
十
二
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る
者
二
名
）
が
出
席

し
、
第
六
十
五
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
六
十
五
回
総
代
会
に
お
い
て
継
続
審
議
と
な
っ
た

議
案
に
つ
い
て
、
令
和
六
年
九
月
二
十
九
日
（
日
）
に
サ
イ
エ
ン

ス
交
流
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
総
代
四
十
九
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る

者
五
名
）
が
出
席
し
、
第
六
十
六
回
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

と
も
に
松
原
尋
司
議
長
、
深
田
裕
一
副
議
長
の
も
と
、
下
記
の

二
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
あ
い
さ
つ

総
代
会
議
案
概
要
な
ど

【
議
案
】
（
第
六
十
五
回
総
代
会
）

「
令
和
五
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
」

★
収
支
決
算
書
（
抜
粋
・
収
支
決
算
内
訳
は
下
表
参
照
）

・
収
入
決
算
額

金
四
十
五
億
三
千
八
百
九
十
七
万
四
千
六
百
四
十
円

・
支
出
決
算
額

金
四
億
八
千
三
百
九
十
三
万
九
千
三
百
四
円

・
差
引
残
金

令
和
六
年
度
へ
繰
越

金
四
十
億
五
千
五
百
三
万
五
千
三
百
三
十
六
円

★
事
業
報
告
書
（
抜
粋
）

〇
会
議
関
係

総
代
会
（
四
回
）
、

個
別
仮
換
地
変
更
（
案
）
説
明
会
（
一
回
）
を
開
催

〇
工
事
関
係

樹
木
伐
採
等
工
事

始
め
八
件

〇
調
査
設
計
関
係

令
和
五
年
度
中
志
段
味
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る

調
査
設
計
等
業
務

始
め
五
件

〇
事
業
費
決
算
総
額
（
累
計
）

令
和
五
年
度
末
ま
で
の
事
業
費
決
算
総
額

二
百
二
十
九
億
一
千
六
百
九
十
九
万
四
千
四
百
七
十
三
円

〇
借
入
金
の
状
況

令
和
五
年
度
末
借
入
金
残
高

八
十
六
億
六
千
八
百
万
円

★
財
産
目
録
（
省
略
）

【
議
案
】
（
第
六
十
五
回
お
よ
び
第
六
十
六
回
総
代
会
）

「
仮
換
地
の
一
部
変
更
お
よ
び
保
留
地
の
一
部

変
更
（
案
）
に
つ
い
て
」

道
路
工
事
に
伴
う
建
物
移
転
等
に
よ
る
仮
換
地
の
変
更
を

す
る
と
と
も
に
、
保
留
地
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

令和5年度収支決算内訳 （単位：円）

第
六
十
五
回

第
六
十
六
回

第65回総代会の様子

仮換地及び保留地
の変更数量

錦
秋
の
候
、
皆
様
方
に
は
日
ご
ろ
よ
り
組
合
事
業
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
総
代
会
で
は
、
令
和
五
年
度
収
支
決
算
等
、
仮
換
地

の
一
部
変
更
お
よ
び
保
留
地
の
一
部
変
更
（
案
）
に
つ
い
て
ご

審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
点
目
、
令
和
五
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て
は
、
経
常
的

な
経
費
の
ほ
か
は
、
事
業
再
建
関
連
の
最
終
決
算
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

二
点
目
、
仮
換
地
の
一
部
変
更
お
よ
び
保
留
地
の
一
部
変
更

（
案
）
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
五
回
総
代
会
に
お
い
て
十
分
な

説
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
継
続
審
議
と
な
り
、
臨
時
総

代
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
第
六
十
六
回
総
代
会
に
お
い
て
改
め
て
説
明

し
、
無
事
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
六
年
五
月
三
十
日
に
、
ま
ち
づ
く
り
公
社
と
の

間
で
「
保
留
地
予
定
地
譲
渡
契
約
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
翌
五

月
三
十
一
日
に
七
十
九
億
八
千
六
百
二
十
万
円
の
入
金
を
確
認

し
、
そ
れ
を
も
っ
て
組
合
が
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
て
い
る

借
入
金
を
全
て
完
済
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

我
々
役
員
一
同
、
早
期
の
事
業
再
開
、
事
業
完
成
に
向
け
一

致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

科目 決算額 予算額 科目 決算額 予算額

助成金 319,165,000 320,000,000 会議費 183,869 240,000

保留地処分金 1,811,888,000 100,000 事務所費 73,420,069 79,589,000

雑収入 14,483,499 4,370,000 工事費 44,433,411 98,400,000

仮清算徴収金 0 100,000 補償費 3,571,360 21,645,000

繰越金（令和4年度から） 2,393,438,141 4,191,830,000 調査設計費 341,737,000 354,400,000

借入金償還金 0 1,000,000

借入金利子 9,248,740 10,000,000

雑支出 11,344,855 11,466,000

仮清算交付金 0 100,000

予備費 0 100,000,000

計 4,538,974,640 4,516,400,000 計 483,939,304 676,840,000

令和6年度への繰越 4,055,035,336 3,839,560,000

収入の部 支出の部

【
報
告
事
項
】
（
第
六
十
五
回
総
代
会
）

「
仮
換
地
指
定
の
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
」

軽
微
な
変
更
と
し
て
仮
換
地
を
変
更
し
た
箇
所
に

つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。



第８８号（２）

　

　

　

中　志　段　味　組　合　だ　よ　り ２０２４年（令和６年）１０月２５日（金曜日）

中志段味特定土地区画整理事業
令和5年度 決算図

【
令
和
五
年
度
収
支
決
算
等
に
つ
い
て

】

総
代
会
で
の
主
な
質
疑
等

Ｑ

雑
支
出
の
諸
費
の
な
か
で
弁
護
士
に
依
頼
し
て

い
る
差
止
訴
訟
の
内
容
は
。

Ａ

原
告
は
、
令
和
三
年
十
二
月
十
九
日
に
開
催
さ

れ
た
総
会
議
決
に
瑕
疵
が
あ
り
、
同
議
決
に
よ
り
可

決
さ
れ
た
事
業
計
画
変
更
申
請
に
対
す
る
名
古
屋
市

の
認
可
処
分
が
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
処
分
の

取
り
消
し
を
求
め
て
い
る
も
の
で
す
。

Ｑ

差
止
訴
訟
に
つ
い
て
、
名
古
屋
市
が
訴
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
組
合
が
弁
護
士
へ
依
頼
し
て

費
用
を
負
担
す
る
必
要
は
無
い
の
で
は
。

Ａ

組
合
が
行
っ
た
総
会
等
の
手
続
き
の
不
備
を
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
法
的
に
瑕
疵
が
無

い
こ
と
の
確
認
や
、
組
合
と
し
て
裁
判
所
に
提
出
す

る
書
面
の
作
成
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
弁
護

士
へ
依
頼
し
て
い
ま
す
。

土地の売買及び相続等により土地の所有権や

借地権を移転した場合は、速やかに組合まで

ご連絡をお願いします。
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Ｑ

工
事
費
の
予
算
の
執
行
額
が
少
な
い
の

は
何
故
か
。

Ａ

除
草
委
託
と
道
路
の
維
持
補
修
工
事
に

つ
い
て
は
出
来
高
精
算
で
合
わ
せ
て
約
一
千

万
円
の
減
額
と
な
り
、
立
竹
木
撤
去
処
理
工

事
に
つ
い
て
は
内
容
を
精
査
し
た
結
果
、
約

七
百
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
愛
知
用
水
管
撤
去
工
事
に
つ
い

て
予
算
約
千
六
百
万
円
を
令
和
六
年
度
へ
繰

越
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
予
算
に
対
し
て
執

行
額
が
約
四
千
四
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

組
合
管
理
地
一
時
使
用
料
が
一
千

万
円
を
超
え
て
い
る
が
、
課
税
対
象
と

な
る
の
で
は
。

Ａ

組
合
は
公
共
法
人
で
あ
る
た
め

様
々
な
税
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
が
、

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
期
間
が
一
カ
月

に
満
た
な
い
土
地
の
貸
付
け
の
収
入
の

合
計
が
一
千
万
円
を
超
え
た
場
合
等
は

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
件
は

貸
付
期
間
が
長
期
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

課
税
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
仮
換
地
の
一
部
変
更
お
よ
び
保
留
地
の
一
部
変
更
に

【
つ
い
て

】

Ｑ

土
地
所
有
者
が
仮
換
地
の
変
更
を
希
望
し
た
ら
変

更
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

Ａ

基
本
的
な
原
則
と
し
て
照
応
の
原
則
は
あ
り
ま
す

が
、
希
望
内
容
に
対
し
て
検
討
を
行
い
、
可
能
で
あ
れ

ば
変
更
し
ま
す
。
個
々
に
事
情
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ

名
古
屋
市
へ
の
土
地
の
寄
付
に
伴
い
仮
換
地
を
変

更
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
寄
付
す
る
こ
と
は
で
き
る
の

か
。

Ａ

現
地
に
建
物
等
の
定
着
物
が
無
い
こ
と
や
、
所
有

権
以
外
の
権
利
関
係
が
無
い
こ
と
等
、
寄
付
に
あ
た
っ

て
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
組
合
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

Ｑ

複
数
の
仮
換
地
変
更
案
を
一
つ
の
議
案
で
提
案
す

る
の
で
は
な
く
、
変
更
案
ご
と
提
案
す
る
よ
う
に
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ

総
代
会
へ
の
議
案
の
提
案
の
仕
方
に
つ
い
て
は
理

事
会
に
て
検
討
し
ま
す
。


